





























































横約 4rn、約 16ばであり、カメラ 6台、杭と椅子が設置されている。
(結果)
各属性に関して、性別では男女比が約半数(男児 51.3%、女児 48.7%)、兄弟の人数では O人が約 51%を
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占めており、一人っ子が多かった。また家族構成は核家族が約 85%、母親の年齢は 30代が約 70%、母親の
職業の有無は「あり jが約 52%、経済状況(年収)は 200から 400万円が約 44%、保育サービス利用の有
無は、「ありjが約 62%であった。
養育者の「ほめJ意識および行動に焦点をあて、子どもの社会能力との関連および影響分析を実施した。
その結果、養育者の「ほめ」意識および行動が 18、30、42か月に及ぶ子どもの社会能力発達軌跡の高安定
推移に影響することを明らかにした。
(考察)
本研究では、 4年間にわたる追跡調査において、育者に対する記名自記式質問紙調査、母子相互作用の観
察実験を追跡的に実施した。養育者の「ほめJ意識および行動が子どもの社会能力発達軌跡の安定化に寄与
することを明らかにした。このように「ほめjの効用を示唆した点で大変意義深いとともに、幼児期の社会
性発達を捉える基礎研究として意義深いと考えられる。
審査の結果の要旨
本研究の作業仮説は以下の 3つである。 11.社会性の発達軌跡、パターンはおよそ低推移、高推移に分離す
る発達の特徴を持つグループが存在するJ12.乳児期のベースラインにおける養育者のほめ意識は後の社会
能力に影響するJ13.乳幼児期のベースラインにおける養育者のほめ意識及び母子のかかわりの中での実際
のほめ行動の生起が、その後の社会能力発達軌跡、に影響するj。そして 4年間にわたる追跡調査から、これ
ら仮説の検証をおこなった。
その結果、まず仮説 l、2を確認した。次に養育者の「ほめj意識および行動が 18、30、42か月に及ぶ子
どもの社会能力発達軌跡の高安定推移に好影響を与えることを明らかにした。
本研究では、幼児期の社会能力に関して、縦断研究からその発達経過の特徴を把握し、また「ほめjの影
響を示唆した点で意義深¥，¥。また本研究は幼児期の社会性発達を捉える基礎研究としても価値を持つと考え
られる。
よって、著者は博士(医学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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